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ミ
ニ
情
報

ミ
ニ
情
報

耳
よ
り
な
話

耳
よ
り
な
話

◎
令
和
４
年
７
月
16
日
、
山
形
花
笠
伝
承

会
た
か
ら
連
が
、
山
寺
で
栽
培
さ
れ
て
い

る
満
開
の
紅
花
畑
を
背
景
に
花
笠
舞
踊
等

を
披
露
。
会
場
に
集
ま
っ
た
山
寺
の
方
々
、

観
光
客
か
ら
「
す

て
き
だ
ね
ぇ
」
と

の
声
や
大
き
な
拍

手
で
盛
り
上
が
っ

た
。
最
後
に
、
山

寺
小
中
の
子
ど
も

達
が
た
か
ら
連
メ

ン
バ
ー
の
手
ほ
ど

き
で
一
緒
に
花
笠

踊
り
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
た
。

◎
メ
ロ
デ
ィ
ー
道
路
完
成

　

山
寺
へ
と
向
か
う
大
森
赤
石
ト
ン
ネ
ル

南
側
の
市
道
約
230
ｍ
区
間
に
、
自
動
車
が

走
行
す
る
際
に
タ
イ
ヤ
と
路
面
の
摩
擦
で

『
花
笠
音
頭
』
を
奏
で
る
〝
音
響
道
路
〞

が
敷
設
完
成
し
た
。

◎
山
形
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
開
設

　

令
和
４
年
10
月
３
日
か
ら
ス
マ
ホ
等
を

使
用
し
、
簡
単
な
手
続
き
で
24
時
間
（
一

部
を
除
き
）
自
由
に
借
り
て
、
自
由
に
返

却
で
き
る
電
動
自
転
車
貸
し
出
し
サ
ー
ビ

ス
（
有
料
）
が
運
用
開
始
し
た
。
山
寺
の

サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
は
、
宝
珠
橋
立
谷
川
河

川
緑
地
公
園
入
口
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

「Yamaderans」本格始動「Yamaderans」本格始動山寺門前町歩行者天国山寺門前町歩行者天国
元気な山寺 ! !

～山寺の英語ガイド～～山寺マルシェ2022開催～ 　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
外
国
人
訪
日

客
）
の
増
加
に
向
け
て
、
山
寺
観

光
協
会
内
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
部
を

立
ち
上
げ
、
遠
藤
正
明
部
長
、
後

藤
麻
衣
さ
ん
を
中
心
に
様
々
な
課

題
解
決
に
取
り
組
ん
だ
。

　

手
始
め
に
、
山
寺
に
造
詣
の
深

い
翻
訳
家
リ
サ
・
ソ
マ
ー
ズ
さ
ん

に
英
語
の
ガ
イ
ド
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
の
協
力
を
求
め
、
英
語
ガ
イ
ド

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
。
ガ
イ
ド
ス

タ
ッ
フ
は
、
山
寺
の
英
語
ガ
イ
ド

の
マ
ス
タ
ー
の
他
に
参
拝
の
マ

ナ
ー
や
安
全
両
面
に
関
す
る
研
修

を
重
ね
た
。

　

英
語
ガ
イ
ド
は
〝
Ｙ
ａ
ｍ
ａ
ｄ
ｅ

ｒ
ａ
ｎ
ｓ
〟（
ヤ
マ
デ
ラ
ン
ズ
）
と

命
名
。
お
披
露
目
の
祈
願
法
要
を

令
和
４
年
７
月
13
日
に
立
石
寺
根

本
中
堂
で
行
い
、
全
員
赤
い
半は

ん

纏て
ん

で
登
場
し
た
。

　

８
月
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
か
ら
お

越
し
の
お
客
さ
ん
に
〝
Ｙ
ａ
ｍ
ａ
ｄ

ｅ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
〟
の
ガ
イ
ド
を
堪
能

し
て
も
ら
っ
た
。
今
後
も
、
宣
伝

活
動
を
積
み
重
ね
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
ガ
イ
ド
オ
フ
ァ
ー
の
更
な
る
誘

引
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

令
和
４
年
10
月
29（
土
）、
30
日

（
日
）に
、山
寺
全
体
と
山
寺
の
景
観

で
お
客
様
を
も
て
な
す
イ
ベ
ン
ト

『
歩
行
者
天
国
山
寺
マ
ル
シ
ェ
』

（
主
催
山
寺
観
光
協
会
）
が
山
寺

宝
珠
橋
・
門
前
町
を
中
心
に
開
催

さ
れ
た
。
両
日
と
も
ま
ず
ま
ず
の

天
候
に
恵
ま
れ
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

18
台
を
含
む
54
の
出
店
を
得
て
、

県
内
外
か
ら
沢
山
の
お
客
様
で
に

ぎ
わ
っ
た
。

　

今
後
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
反
省

を
踏
ま
え
、
継
続
実
施
で
き
る
よ

う
考
え
て
い
き
た
い
。

令和４年度　山寺小・中学校の児童・生徒数 小学校32人（男18人、女14人）  中学校24人（男8人、女16人）
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振興会振興会

※
令
和
４
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

　

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ

　

り
、
活
動
の
中
止
・
規
模
縮

　

小
が
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

◎
中
止
革
（
４
月
） 

山
寺
地
区

歓
送
迎
会
（
５
月
）
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会

（
10
月
）
山
寺
地
区
文
化
祭
（
11
月
）
令
和

５
年
新
春
初
顔
合
わ
せ
の
つ
ど
い
（
１
月
）

◎
規
模
縮
小
革
（
４
月
）
山
寺
地
区
振
興
会

総
会
（
８
月
）
山
寺
地
区
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

大
会
（
９
月
）
山
寺
地
区
敬
老
会
（
10
月
）

市
長
を
囲
む
山
寺
の
集
い
＝
市
政
懇
談
会
＝

※
地
域
ぐ
る
み
の
有
害
鳥
獣
被
害
対
策

　

イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
な
ど
の
野
生
動
物
に
よ

る
生
活
環
境
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
各
町

内
会
と
連
携
し
て
活
動
し
た
。

◎
収
穫
し
な
い
果
樹
の
伐
採

　

７
町
内
会
（
中
地
蔵
・
地
蔵
堂
・
芦
沢
・

南
院
・
馬
形
・
所
部
・
千
手
院
）
の
８
ヶ
所

の
柿
の
木
や
栗
の
木
等
を
伐
採
。

◎
山
形
工
業
高
校
生
徒
の
協
力

　

土
木
化
学
科
の
生
徒
が
、
日
々
サ
ル
等
の

被
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
山
寺
地
区
の
た
め
、

人
と
動
物
が
共
存
で
き

地
域
の
方
も
住
み
や
す

く
し
た
い
と
の
思
い
か

ら
「
山
寺
地
区
の
魅
力

と
課
題
を
共
に
考
え

る
」
活
動
の
中
で
、
１

月
14
日
、
千
手
院
と
中

地
蔵
地
内
の
樹
木
の
伐

採
作
業
に
協
力
し
た
。

◎
山
形
市
地
域
ぐ
る
み
鳥
獣
被
害
対
策
事
業

　

の
実
施

・
監
視
用
の
小
型
カ
メ
ラ
２
台
を
購
入

・
有
害
鳥
獣
駆
除
用
花
火
を
購
入

・
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
保
守
点
検
を
実
施

◎
鳥
獣
生
息
状
況
調
査
の
実
施

　

県
事
業
で
ド
ロ
ー
ン

を
飛
ば
し
、
鳥
獣
の
エ

サ
と
な
る
柿
・
栗
等
の

誘
因
物
や
獣
道
を
探
し

地
域
の
問
題
点
を
可
視

化
す
る
「
集
落
環
境
点

検
」と「
有
害
鳥
獣
の
生

息
状
況
調
査
」
を
、
10

月
４
日
と
12
月
６
日
の
日
中
・
夜
間
に
実
施
。

◎
鳥
獣
用
侵
入
防
止
柵
の
整
備

　

国
の「
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交
付
金
」

を
活
用
し
、
４
町
内
会
（
中
地
蔵
・
地
蔵
堂
・

宮
崎
・
馬
形
）
で
総
延
長
約
11
㎞
の
侵
入
防

止
柵
を
整
備
で
き
る
よ
う
進
め
て
お
り
、
令

和
５
年
９
月
に
施
工
開
始
予
定
。

　
　

や
ま
で
ら
館
の
取
り
組
み

※
主
催
事
業
の
開
催

　

（
６
月
）
遊
仙
狭
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
（
８
月
）

手
作
り
パ
ン
教
室
（
９

月
）
ペ
ン
立
て
つ
く
り
・

北
面
白
山
登
山
（
10
月
）

紅
葉
川
渓
谷
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
（
11
月
）
感
謝
の

ク
ッ
キ
ー
作
り
・
施
設

見
学
会

※
空
調
改
修
工
事
の
実
施

　

全
館
の
空
調
改
修
工
事
が
、
12
月
に
完
了
。

『山寺ふるさと散策
アレッ！～こんなところに、こんなものが～』　

や
ま
で
ら
館
の
前
事
務
局
長

の
布
施
秀
雄
さ
ん
発
想
の
も
と
、

事
務
局
職
員
の
近
野
さ
ん
、
久

保
田
さ
ん
も
加
わ
り
、
各
町
内

会
執
行
部
の
方
々
の
協
力
で
各
町
内
の

史
跡
等
を
巡
っ
た
。

　

『
山
寺
ふ
る
さ
と
史
跡
巡
り
・
散
歩
』

を
月
刊
や
ま
で
ら
館
に
８
回
に
亘
っ
て

連
載
。「
い
い
連
載
だ
ね
。」「
知
ら
な

い
こ
と
が
町
内
に
い
っ
ぱ
い
あ
る
ね
。」

「
手
に
持
っ
て
、
巡
回
で
き
る
冊
子
に

で
き
た
ら
い
い
ね
。」
と
、
好
評
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
こ
で
、
連
載
に
、
加
筆
・
修
正
を

加
え
、
冊
子
名
を
『
山
寺
ふ
る
さ
と
散

策
　

ア
レ
ッ
！
～
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
、

こ
ん
な
も
の
が
～
』
と
し
、
山
形
市
の

供
い
き
い
き
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
僑

の
一
つ
に
取
り
上
げ
て
も
ら
い
、
発
刊

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

事
業
企
画
が
膨
ら
み
、
こ
の
冊
子

を
３
月
末
ま
で
に
、
全
戸
に
配
布
。
ま

た
、
や
ま
で
ら
館
ホ
ー
ル
で
編
集
委
員

と
の
「
ス
ラ
イ
ド
・
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」

も
開
催
し
た
。

　

春
爛
漫
の
時
節
に
冊
子
を
手

に
、
ま
ず
は
自
分
の
町
内
か
ら
、

興
味
・
関
心
の
あ
る
所
を
家
族
と

共
に
巡
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。
さ
ら
に
他
町
内
へ
と
散

策
を
広
げ
て
い
け
れ
ば
「
山
寺
地

区
・
観
光
山
寺
の
振
興
発
展
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
に
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

山
寺
地
区
の
皆
さ
ん
、
元
気
を

出
し
て
ふ
る
さ
と
山
寺
を
散
策

し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
沈
滞
し
た
気
分

を
吹
き
飛
ば
そ
う
概

発刊！！

　

す
こ
し
前
の
思
想
家
に
、
安
岡

正
篤
と
い
う
人
が
お
り
ま
す
。
そ

の
方
の
文
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

〝
我
々
は
ま
ず
我
々
の
周
囲
の
暗

を
照
ら
す
一
燈
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　

手
の
と
ど
く
限
り
、
至
る
所
に

燈
明
を
供
へ
ま
し
ょ
う
。

　

一
人
一
燈
な
れ
ば
、
萬
人
萬
灯

で
す
。

　

日
本
は
、
た
ち
ま
ち
明
る
く
な

る
で
し
ょ
う
。〟

今 味わう、先哲の言葉
  

萬ま
ん　

燈と
う　

行
ぎ
ょ
う

　
     

立
石
寺
住
職　

清
原 

正
田

〈千手院〉〈千手院〉

〈山形商業高校の見学〉〈山形商業高校の見学〉 〈宮崎〉〈宮崎〉

「きざはし会」は、令和５年から山寺観光協会（インバウンド
ガイドを含む）の山寺観光ガイドの日本語分野で活動する。




